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　　２番、呉羽真弓さん。

　　　　　（呉羽　真弓君登壇）

０８番（呉羽　真弓）　呉羽真弓です。４問、質問いたします。

　　まず１問目、木津川市を活かす教育の多様性を求めて、当尾小学校の統廃合

　にかかわってお聞きいたします。

　　言うまでもなく、本市は文化学術研究都市と歴史・文化・自然に恵まれた環

　境をあわせ持っている市であります。学校の設立も、１８７２年開校の木津小

　から２００７年開校の州見台小と、その歴史も実績も、そして可能性も、多岐
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多様な形をあわせ持った我が市の教育であると思います。そこで、この多様性

を我が市の特性として位置づけ、一雁木津川市ならではの教育環境を進めるべ

きとの思いにより、質問をいたします。

　当尾小学校に小規模特認校制度の導入を求める要望書並びに広範な議論がで

きる場の設定を求める請願書が提出されている現在です。そこで、まずこれま

での教育委員会の進め方の問題点を指摘したいと思います。

　第１に、余りにも結論づけが性急過ぎます。　５月２６日の新聞報道によりま

すと、「ことし２月に市教委が開いた保護者説明会で、存続は困難な状況、来

年４月、南加茂台小と続合させたいと、初めて統廃合の考えを示した」とあり

ました。初めて、この考えをこの時点で示した。そして、次年度から南加茂台

へという、このような進め方というのは、年間行事を計画し、学校を運営して

いくということを考えると、あってはならない進め方だというふうに思います。

そこで、細かく３点、まず質問します。

　１．どの時点で、来年４月南加茂台小と統合と市教委は考えを決定されたの

　でしょうか。

　　２．その考えに対して、保護者・地域・学校の意見はどうであると認識され

　ておりますか。

　　３点目、統合予定としている南加茂台小学校地域に対しての説明会の実施は

　されたのでしょうか。

　　この件に問しては、三つお聞かせください。

　　次に、問題点の二つ目、アンケート実施にかかおる問題点を指摘したいと思

　います。

　　昨年、教育委員会がとったのは２回アンケートがありました。　５月にとられ

　た当尾小保護者３１世帯に対して存続か統合かの希望を問うたものと、８月に

　近隣の五つの小学校２１年度就学予定の保護者に対して、当尾小へ通学を希望

　するか否かを問うたもの、この二つのアンケートでした。

　　この二つのアンケートは、教育委員会としての考えを結論・理由づけするた

　めにとられたアンケートと言えると私は思います。　このとり方が非常に問題と

　指摘したいと思います。そこでかかわって聞きます。

　　１点目、加茂町の教育委員会における当尾小学校への小規模特認校制度につ

　いての意思はどうであったのでしょうか。

　　２点目、アンケートをもとにした考えではなく、市教委としてこの制度に対

　する認識はどうなのでしょうか、お聞かせください。

　　その上で、１から市全体を見据えた学校のあり方、子どもの教育環境はどう

　あるべきなのか、そして地域社会はそれにどうかかわっていくかなど、議論が

　できる場を改めて持つべきであると思います。その考えをお聞かせください。

　　以上、明快にお聞かせください。

○議長（中野　重高）　教育長。
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　　　　　（教育長　久保　三左男君登壇）

○教育長（久保　三左男）　教育長です。

　　呉羽議員のご質問にお答えいたします。

　　平成２０年１２月２２日に実施した当尾小学校ＰＴＡを対象にした説明会の

　結果を平成２０年１２月２４日に開催された定倒木津川市教育委員会において

　報告し、平成２２年４月に統廃合するのが妥当との意見をいただきました。そ

　の結果を平成２１年２月１２日に開催した当尾小学校保護者説明会にお示しを

　いたしました。

　　説明会では、「統合した際の児童の通学手段」や「安全」「受け入れ体制」

　　「統廃合後の校舎活用」について等の意見も出ましたが、「統廃合反対」「特

　認制度による存続希望」などの意見が多く出されました。

　　南加茂台小学校の保護者の方々に対する説明会は、現時点では実施しており

　ません。

　　当尾小学校の統廃合問題につきましては、旧加茂町から懸案事項となってお

　りました。当尾地域の児童数が極端に減少し、平成１５年当時４２名の児童数

　であったが複式学級をつくらなければならない状況がありました。

　　当時の教育委員会で当尾地区在住の方を対象に実施されたアンケートでは、

　小規模特認校制度の導入による存続を望む声が多く、加茂町教育委員会におい

　ても、一時はその方向であったと問いておりますが、実施には至りませんでし

　た。

　　小規模特認校制度は、あくまでも特異な制度であり、近隣の状況を見ても不

　確実な要素や不安な要素があり、積極的に取り入れるべき制度ではないと考え

　ております。

　　以上です。

○議長（中野　重高）　呉羽さん。

　　　　　（呉羽　真弓君登壇）

０８番（呉羽　真弓）　一番最初におっしやっていただきました教育委員会の統

　廃合をするのが妥当との意見をいただきましたというのを、１２月２４日の定

　例会においてその意見をいただきましたというふうに書かれております。

　　私は、この教育委員会の会議録を情報公開請求していただいております。そ

　この中に見える、この進め方を紹介いたします。

　　まず一番最初に、当尾小学校の統廃合問題にかかわっての説明があったのが

　１１月、今言われた１２月の前に開かれた１１月の定例会議の中にありました。

　それは、わずか１ページにも満たない、当尾小学校に対してアンケートをとっ

　ていますというようなことでありました。

　　そして、次のこの１２月定例会、今言われました１２月２４日に開催の定例

　会において、保護者対象説明会の報告並びにアンケートに対する質疑・応答な

　どが２、３ページにわたってされております。今言っていただきました「妥当
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　との意見をいただきました」というのは、どこにあるのでしょうか。

　　例えば、委員長さんの「加茂町時代から当尾小学校の存在は難しいのではな

　いかと考えていました」であるとかという意見は見えますが、委員会としてそ

　のような意見を皆さんで確認しましたというような発言は一切ありません。何

　をもって「妥当との意見をいただきました」と言われるのか、疑問であります。

　明快にお聞かせください。

　　その質疑の中で、非常に問題と思われる発言が多々あります。「２２年４月

　が一つのポイントとなる。　２１年９月議会、条例改正をする必要があるので、

　時間もありません」と当時の理事が述べられております。

　　また、教育部長は、「教育委員会としては統廃合という回答しかなく、特認

　校で存続ということはあり得ないと考えています」というふうにもあります。

　　また、説明会の様子を求める委員に答える形で、「反対するための反対論で

　あり、どう考えているのか、いつ統合を行うかというような議論にはならない

　のが現状、同じ方からの発言や意見ばかり、まともな発言もできない状況の説

　明会でした。教育委員会としては保護者の意見を聞きたかったが、それができ

　ませんでした」というような教育委員会側のご報告並びに説明があります。

　　これらの会議録から感じる教育委員会の姿勢は、まさしく統廃合ありきの考

　えを委員並びに保護者の方々に押しつけているとしか感じられていません。教

　育委員会の考えを受け人れられないというような意見に対しては、並行してい

　るようにさえ私は感じます。　これでは、ともに考えていく姿勢が全く感じられ

　ない、とても残念であります。

　　１ ３５年にわたって長年地域のシンボルとして愛され、親しまれ、地域にと

　ってかけがえのない拠点である小学校を今後どうしていくのか。保護者のみな

　らず、地域の重要な問題であるという認識が教育委員会の報告や答弁の中では

　みじんも感じられないのが本当に残念なことだと思います。それについて、考

　え方をお聞かせください。

　　そして、さらに本年２月の定例会会議録には、「地域住民への説明はどうす

　るのか」に対して、「区長さんだけを対象にすればいい」というふうに部長が

　答えておられます。　これでは、総合計画に掲げている市民と協働のまちづくり

　が絵に描いたもちになります。初めての学校統廃合、適正化配置を考える進め

　方として、この進め方が最善と認識してのことなのでしょうか、お聞かせくだ

　さい。

　　今後の進め方について、先ほど答弁がいただけませんでしたので、いま一度、

　十分保護者並びに地域の人を交えた広範囲な方たちの意見を問いて、この学校

　の将来を考える、ひいては木津川市の多様な教育を考える、そのきっかけにし

　ていただきたい、すべきだというふうに私は思いますので、その考えを再度お

　聞かせください。

○議長（中野　重高）　教育長。
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　　　　　（教育長　久保　三左男君登壇）

○教育長（久保　三左男）　教育長です。

　　呉羽議員の質問にお答えをいたします。

　　教育委員会の議事録の部分をそれぞれ上げていただいて、どういう討議をさ

　れたかということのご質問がありましたけれども、教育委員会の議事は、いわ

　ゆる一定いろんなやりとりの中で出てくるものですので、部分的なものを取り

　上げられたら議員のおっしやるような場面があったかもしれませんけれども、

　全体としては我々は先ほど答弁したような内容で推移してきたというふうに判

　断しておりますので、よろしくお願いいたします。

　　平成２２年４月の統合ということにつきましては、実は前の理事が申し上げ

　ましたように、当尾小学校は非常に重大な時期を迎えることになります。議員

　はご承知かどうかわかりませんけれども、小学校の児童数が２５名を切るとい

　うことは、学校経営をする者にとりましては非常に大きな転機になるわけです。

　そのことは、京都府のいわゆる学級数の設置基準を定める中で、２５人以上の

　学校については複式学級を、複式学級というのは、二つの学年の児童数が少な

　いので、これを二つの学年を一つにして１クラスとする制度であるわけです。

　　これは、京都府内でも何校かはありますし、複式学級の指導方法については

　一定の研究はなされていますけれども、願わくば保護者の気持ちとしては、そ

　れぞれの単学級で指導・教育を受けたいという願いが本来的な親の気持ちだと

　思います。

　　２５名以上の児童数を有する学校でもしも複式学級を設置しなければならな

　い人数ですね、これは定めがありまして、二つの学年で１２名以下になったと

　いうことになります。　１２名以上であれば、それぞれ単独の学級を設置するこ

　とはできるけれども、５年生が５名で６年生が６名と、合計１１名というとき

　には、これは複式学級となるわけでして、その複式学級を設置する、いわゆる

　複式学級の数を２５名以上の児童数のときには１クラス以上してはいけないと

　いうふうになっているんですけれども、２４名を割りましたら、２４名を割る

　ということは、それぞれの学年の児童数の数も減ってくるわけですので、１２

　名以上の児童数が数えられないという段階になりましたら、複式学級は２クラ

　スも３クラスも出てくるわけです。　２４名以下になりましたら、実は複式学級

　を２クラスまで設定可能と、いわゆる複式学級を２クラスというふうになって

　くるわけですので、当尾小学校の現在の児童数は２５名ですけれども、平成２

　２年４月には１９名になります。平成２３年４月には１１名になります。よっ

　て、当尾小学校にとりましては、平成２２年の４月というのは、非常に大きな、

　いわゆる開校以来の危機的な時期に至るわけです。だから、こういうことを見

　通して、理事は平成２２年４月は非常に大きな時期を迎えるというふうに説明

　しておりますので、ご理解を願いたいと思います。

　　今後の進め方につきましては、そのようなことですので、そもそもこの当尾
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　小学校の統廃合についての取り組みを、加茂町時代から一定の経過はあります

　けれども、新しい木津川市でスタートしたのは、議会の皆さん方のご意見をも

　とにして我々はスタートしているわけですので、一定、皆さん方の意見を聞い

　て物事を進めてきております。決して、教育委員会が独断で当尾小学校を早い

　こと統廃合せなあかんというような気持ちで進めているわけではありません。

　議会の皆さん方のご意見の中で、当尾小学校に子どもたちを通学させている保

　護者の意見をとにかく聞くことから始めてくれということのご意見を受けて教

　育委員会としてのアンケートをとってきたわけですので、決して独断で物事を

　早急に進めるというようなことはしておりません。そのことをもとにしながら

　進めていきましたら、教育委員会がとりましたアンケートでは、７２％の方々

　が統廃合を進めてほしいと、自分の、いわゆる当尾小学校に子どもを通わせて

　いる子どもの親としては一刻も早くそういうことを進めてほしいという希望が

　ありましたので、そのことをもとに保護者に対する説明会をるる行ってきたよ

　うな、そういう経過がありますので、そのことをご報告しておきます。

　　なお、今後の進め方につきましては、やはり当尾小学校に子どもたちを通わ

　せている保護者の皆さん方のご意見を聞いていくのが一番大切ですし、そのこ

　とを進めてきておりました。今後も、いろんなご意見も寄せられておりますの

　で、当尾小学校に通う子どもたちのためにどのようにしていったらいいかとい

　うことをもとにしながら話し合いを進めていきたいと思っております。

　　以上です。

○議長（中野　重高）　呉羽さん。

　　　　　（呉羽　真弓君登壇）

０８番（呉羽　真弓）　るる述べていただきましたが、学校のクラスのことはち

　ょっと少し置いておいてでも、やはりこの保護者の説明会、保護者の気持ちを

　大事にというところと、やはり地域の小学校であるという、拠点であったとい

　うところから見たら、地域に対する十分なる説明であったり、地域とともに考

　える姿勢というのが全く感じられないというところ私は残念でならないので、

　そこのところ、地域の説明会、区長さんどまりではないところの説明会なり意

　見の吸い上げを今後していって、ともに考えましょうという姿勢があるかどう

　か、確認したいと思います。

　　やっぱり南加茂台小学校の説明もしていない段階で、平成２２年４月の統合

　をというような、このスケジュールは見直すべきだというふうに思いますので、

　それについての考えを聞かせてください。

　　学校というのは、もう教育長は当然先生でしたので、よくご存じで、私が言

　うまでもない、釈迦に説法だとは思いますけれども、１年切ったこの中で、来

　年は南加茂台に行くんだよと、じやあ一緒に交流しようということがあって当

　然しかるべき進め方だと思います。

　　私はもちろん統合ありきの考えではありませんが、そういうことができてい
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　ない以上、２２年４月ということは見直すべきだというふうに指摘したいと思

　いますので、その考え方を確認したいと思います。

○議長（中野　重高）　教育長。

　　　　　（教育長　久保　三左男君登壇）

○教育長（久保　三左男）　呉羽議員のご質問にお答えいたします。

　　これ、全国的に少子化か進んできております。　いわゆる、大都市であります

　京都市内でも小学校や中学校の統廃合が進んでおります。　これは、子どもたち

　が学ぶためには、一定の学校規模というものがやっぱり必要であるという、最

　終的には親御さん考えですね。それとは一方に、やっぱり自分母校がなくなる、

　地域から学校がなくなるということに対するやっぱり一定の思いがあります。

　　私ごとで中しわけないですけれども、私は南山城村の田山小学校というとこ

　ろを卒業したんですけれども、今は既に統合されてありません。卒業生の一人

　としては、自分の母校がなくなるということは非常に断腸の思いでもあります

　し、そういう点では、一般論としましては、いつまでも自分の学んだ母校が残

　ってほしいという気持ちは持っているわけですけれども、しかしそれだけでは、

　いわゆるその思いだけではいかない時代に人ってきているということですね。

　　相楽地方の状況を見ましてもそうですし、先はども言いましたけれども、京

　都市内という非常に長い歴史を持つ、日本の小学校の元祖である、いわゆる教

　育制度をスタートした小学校でさえ、いろんな方法を持ちながら、地域の皆さ

　ん方の知恵も集めて統廃合してきているという実情が現在の状況ですので、当

　尾地区の将来をどう考えていくかという問題と、当尾小学校で現在学んでいる

　子どもたちの教育をどうするかということとは、少し、全くすべてイコールで

　はないというふうに教育委員会は思っておるんです。

　　もちろん、このことがイコールになればいいんですけれども、そういうこと

　を許さない状況に現在の日本の社会、いわゆる少子化ということが来ていると

　いうことを認識して、そしたら入学生か１名だという子どもの教育の保障をど

　うしていくかということを考えていくことが必要じやないかというふうに思い

　ます。

　　なお、木津川市内には１７の小・中学校がありますけれども、そのうち１３

　は小学校です。木津川市内の義務教育の小学校は、本津川市の教育委員会とし

　ましては、まず均一性、いわゆるどの学校で学んでも、小学校の学習指導要領

　に従った教育がどの学校で学んでも等しく受けられるということを一番の主眼

　に考えていきたいと思っています。

　　だから、この学校はこんなすごい特徴がある、この学校はこんなすごい特徴

　があるということを小学校段階の義務教育の初等教育の段階ではするべきでは

　ないというのが教育委員会の考え方でして、やっぱり本津川市内の小学生につ

　いては、一定平等性を考えた、どの学校でも同じことを学んでいる、それにプ

　ラスそれぞれの地域の特色を生かしたものを生かしていくということですけれ
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　ども、地域の特色が主になるような教育を進めていくということは、そういう

　段階ではないんじやないかというふうに思っておりますので、当尾地区の将来

　を考えるということと当尾小学校で学ぶ子どもたちの教育を考えるということ

　は、少し切り離して考えていけたらなというふうに思っております。

　　なお、南加茂台小学校との交流につきましては、一定、学校段階で進めても

　らっておりますし、加茂町では修学旅行を加茂にあります四つの小学校がそろ

　って同じ方面への修学旅行を実施しています。いろんな形で学校現場の先生方

　は同じ地域で学ぶ子どもたちの交流の機会をつくってもらっておりますので、

　決して急にそんなことで突然というようなことはないというふうに考えており

　ます。

　　以上です。

○議長（中野　重高）　呉羽さん。

　　　　　（呉羽　真弓君登壇）

０８番（呉羽　真弓）　京都市の例をいただきました。私もパンフレットをちょ

　っとある方からいただきましたが、やっぱり京都市は性急な進め方で失敗した

　事例があったようで、その後、十分皆さんに考えていただきたいということで

　パンフレットをお出しして、市民の側、保護者の側、地域の側からそういう提

　案ができるような形で進められていると、本当に学ぶべき進め方だというふう

　に思います。

　　やっぱり、学校の教育、それと学校の教育の均一性というようなことをおっ

　しやっていただいたと思いますが、お言葉ですが、国際同志社インーナショナ

　ルを誘致する木津川市です。やっぱり、そういう意味で言ったら多様性を認め

　るというところの学校教育も一つの柱にしていいんではないかなというふうに

　私は思ってしまいます。

　　それと、私自身も母校はなくなっておりますので、そういう意味では、統廃

　合した結果とか、統廃合した後のことというのはよくわかります。だからこそ

　今一緒にこの地域を考えようと熱い思いを持っている人たちを排除するわけで

　はなく、地域とともに考える、その姿勢が望ましいというふうに思います。

　　決して、無間心な人たちではなく、反対だろうと賛成だろうと、その問題に

　直接向き合っている人だちとともに、この地域のあり方、この学校のあり方、

　そして木津川市のあり方を考えるからこそ、この新しい市がつくられていくと

　いうふうに思いますので、そこをなくして行政主導で進めていただきたくない

　というふうに思いますので、最後の質問にしたいと思いますので、教育長の今

　までのお考えを聞かせていただきましたけれども、地域とは別だというところ

　ではない、地域とともにというところを改めて聞かせてくださいというか、そ

　のことについてお考えを聞きたいなというふうに思います。

○議長（中野　重高）　教育長。

　　　　　（教育長　久保　三左男君登壇）

２３



○教育長（久保　三左男）　呉羽議員のご質問にお答えいたします。

　　呉羽議員が一番最初の質問のときにもおっしやいましたので、お問きしたい

　なと思っておったんですけれども、いわゆる義務教育段階の多様性ということ

　を木津川市で求めるつもりはありません。木津川市の、いわゆる公教育の公立

　小学校で、この学校でしか学べないことがあるということをすることは、私は

　したくありませんし、するつもりはありません。ただし、私立学校とか、いろ

　んな学校がそれぞれの教育方針に基づいて、例えば宗教教育におきましても、

　仏教教育とかキリスト教教育を私立学校で行うことはできます。公立小学校や

　中学校では宗教教育を行うことはできません。

　　だから、そういうことに見られるように、やはり木津川市内の小学校に在学

　する子どもたちの教育については、やっぱり普遍性・平等性・一般性というも

　のをしていき、その中にそれぞれの地域の特色を少し入れていくというような

　学校教育でありたいなと思っておりますので、議員がおっしやるような多様性

　を公立小学校で導入していったり、そのことに力を入れるつもりはありません

　ので、ご理解ください。

　　なお、当尾小学校にお子さんを通わせている保護者の皆さんの気持ちと当尾

　小学校の将来を考える皆さんの気持ちが一致して、この問題が解決できるのが

　一番いい方法だというふうに思います。　これは、皆さんもそう思っていること

　ですけれども、しかしその問題が解決するまで当尾小学校を今のままで置いて

　おくことが、１９名が１１名になってきます。そしたら、その時期を学ぶ小学

　１年生はその時期にしかその１年はないわけです。

　　だから、当尾小学校に子どもさんを通わす保護者の気持ちを考えていったら、

　少し問題は切り離して、子どもの教育ということから考えていく解決の仕方を

　教育委員会としては保護者の意見も聞きながら進めていく必要があるんじやな

　いかというふうに思いますので、そういうことを踏まえながら進めていきます。

　　なお、２問目のときにも申し上げましたように、多くの方々の署名や請願も

　出ています。　このことについては真摯に受けとめ、それぞれのご意見があると

　いうことを踏まえながら、今後の解決の方策についての道を探っていきたいと

　思っていますので、よろしくお願いをいたします。

　　以上です。

○議長（中野　重高）　呉羽さん。

　　　　　（呉羽　真弓君登壇）

０８番（呉羽　真弓）　多様性について私に答えを求められているのかどうかは

　ちょっとわからないんですけれども、それは置いておいて、アンケートの結果

　をもとにということでおっしやっていただきましたので、そのアンケートの結

　果が７２％、教育委員会がとった統廃合を望む声だったと。　しかしながら、保

　護者の方が丁寧な１年間をかけて説明を何度もされた上でのとったアンケート

　は逆転しているという結果もあるわけです。

２４



　一トの結果も尊重した上で進めていただきたいというふうな思いはあります。

　　だから、一方のアンケートだけで結論づけることの危険性を指摘しているわ

　けですので、その点は教育長と考えは変わらないというふうには思いますので、

　今後の進め方を偵重にというところを重ねてお願いしたいなというふうに思い

　ます。

　　反問権使っていただきまして、ありがとうございます。

○議長（中野　重高）　教育長。

　　　　　（教育長　久保　三左男君登壇）

○教育長（久保　三左男）　私もアンケートにつきましては、先ほど申し上げま

　したとおりで、議員と全く意見が一緒だなと思っております。

　　今後の進め方につきましては、先はども言いましたけれども、いろんなご意

　見があるという中で、この問題をどう解決していくのが当尾小学校で学んでい

　る子どもたちのためにいいのかという方向で問題を解決していきたいと思って

　おりますので、ご理解やご協力のほど、よろしくお願いをいたします。
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